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青
森
県

八
戸
市
立
小
中
野
小
学
校
一
年

岩
手
県

一
関
市
立
弥
栄
小
学
校
二
年

秋
田
県

北
秋
田
市
立
鷹
巣
小
学
校
三
年

 

山
形
県

高
畠
町
立
糠
野
目
小
学
校
三
年

群
馬
県

 

高
崎
市
立
北
部
小
学
校
一
年

富
山
県

富
山
市
立
呉
羽
小
学
校
二
年

福
井
県

福
井
市
安
居
小
学
校
三
年

奈
良
県

宇
陀
市
立
室
生
小
学
校
三
年

島
根
県

 

吉
賀
町
立
六
日
市
小
学
校
二
年

 

広
島
県

 

広
島
市
立
緑
井
小
学
校
一
年

 

山
口
県

宇
部
市
立
新
川
小
学
校
一
年

 

愛
媛
県

 

今
治
市
立
清
水
小
学
校
二
年

高
知
県

高
知
市
立
潮
江
小
学
校
一
年

長
崎
県

 

佐
世
保
市
立
大
久
保
小
学
校
三
年

熊
本
県

 

熊
本
市
立
田
原
小
学
校
三
年

宮
城
県

栗
原
市
立
瀬
峰
小
学
校
六
年

茨
城
県

水
戸
市
立
内
原
小
学
校
四
年

群
馬
県

安
中
市
立
磯
部
小
学
校
五
年

山
梨
県

国
立
大
学
法
人
山
梨
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
六
年

新
潟
県

長
岡
市
立
栖
吉
小
学
校
四
年

富
山
県

 

氷
見
市
立
比
美
乃
江
小
学
校
五
年

 

石
川
県

 

珠
洲
市
立
正
院
小
学
校
五
年

福
井
県

 

あ
わ
ら
市
金
津
小
学
校
六
年

 

三
重
県

三
重
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
四
年

和
歌
山
県

和
歌
山
市
立
小
倉
小
学
校
五
年

 

鳥
取
県

八
頭
町
立
郡
家
東
小
学
校
六
年

香
川
県

善
通
寺
市
立
東
部
小
学
校
四
年

 

佐
賀
県

佐
賀
市
立
諸
富
北
小
学
校
六
年

大
分
県

由
布
市
立
挾
間
小
学
校
四
年

宮
崎
県

新
富
町
立
新
田
小
学
校
六
年

青
森
県

十
和
田
市
立
三
本
木
中
学
校
二
年

青
森
県

階
上
町
立
道
仏
中
学
校
三
年

秋
田
県

湯
沢
市
立
湯
沢
北
中
学
校
一
年

山
形
県

米
沢
市
立
第
一
中
学
校
二
年

群
馬
県

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
三
年

埼
玉
県

川
口
市
立
北
中
学
校
一
年

東
京
都

学
習
院
女
子
中
等
科
三
年

石
川
県

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
中
学
校
三
年

滋
賀
県

東
近
江
市
立
能
登
川
中
学
校
一
年

鳥
取
県

米
子
市
立
湊
山
中
学
校
一
年

 

岡
山
県

岡
山
県
立
岡
山
大
安
寺
中
等
教
育
学
校
二
年

香
川
県

高
松
市
立
勝
賀
中
学
校
二
年

愛
媛
県

西
条
市
立
東
予
東
中
学
校
三
年

宮
崎
県

延
岡
市
立
岡
富
中
学
校
三
年

沖
縄
県

竹
富
町
立
西
表
中
学
校
三
年

丸
谷

 瑛
一

佐
々
木
晴
輝

成
田

 灯
花

斎
藤

　
　楓

静
野

 湊
斗

吉
田

 咲
希

横
山

 凌
央

西
浦

 一
華

上
山

 柚
季

岩
田

　広
亮

西
田
茉
侑
香

阿
部
穂
の
子

弘
島

 琉
伊

鈴
木

　
　惟

菊
池

 奏
汰

千
葉

 友
葵

渡
邉

 心
優

池
田

 陽
葵

杉
本

 悠
登

藤
井

 美
羽

木
和
田
翔
太

谷
内
前
咲
春

北

 
悠
生

西
井

 瑛
海

西
畑

 碧
志

田
中

 紗
輝

横
田

 絆
都

陣
内

 珠
鈴

二
宮

 那
智

大
木

 美
空

寺
沢

 賢
青

上
野

 太
樹

石
川

　
　蓮

梅
津

 琉
生

岡
田

 咲
希

髙
伏

 絋
冬

鳥
生

 月
乃

穴
田

 知
咲

古
牧

 知
華

白
谷

 真
里

木
野
村
百
胡

三
好

 涼
翔

髙
橋

 晴
香

佐
川

 千
和

山
下

 青
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作文部門　優秀賞
　
「
最
後
の
田
植
え
、
頑
張
る
ば
い
。」

今
年
の
米
作
り
は
い
つ
も
と
は
違
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
私
は
、
近
所
に
住
む

お
じ
さ
ん
の
田
ん
ぼ
が
大
好
き
だ
。
毎
日
の
通
学
路
に
あ
る
、
こ
の
田
ん
ぼ

の
お
か
げ
で
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
小
学

校
の
頃
の
農
業
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
お
米
作
り
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
こ
こ
数
年
は
、
お
じ
さ
ん
の
田
ん
ぼ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

お
米
を
収
穫
す
る
ま
で
に
は
、
と
て
も
多
く
の
作
業
が
必
要
だ
。
お
じ
さ
ん

が
、

　
「
お
米
は
自
分
の
子
供
と
一
緒
。
手
塩
に
か
け
て
育
て
ん
と
、
い
い
味
は
出

ん
。」

と
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
お
じ
さ
ん
は
、
天
候
の
予
測
や
病
害
虫

の
兆
候
な
ど
、
小
さ
な
変
化
に
も
い
ち
早
く
気
づ
く
よ
う
、
常
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
見
守
っ
て
い
る
。
沢
山
の
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
い
る
か
ら
こ
そ

こ
ん
な
に
お
い
し
い
お
米
が
で
き
る
の
だ
と
思
う
。

　

そ
ん
な
中
、
お
じ
さ
ん
の
田
ん
ぼ
が
ス
マ
ー
ト
農
業
に
切
り
替
え
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
そ
の
瞬
間
、
私
は
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。
高
齢
の
お
じ
さ
ん
が
、
体
力
的
に
楽
に
な
る
反
面
、
今
ま
で
手
作
業
を

通
じ
て
感
じ
て
い
た
お
じ
さ
ん
の
あ
た
た
か
さ
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
不
安
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
お
じ
さ
ん
は

　
「
機
械
に
任
せ
て
、
美
味
し
い
お
米
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
。」

と
反
対
だ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
異
常
気
象
で
、
今
ま
で
の
栽
培
方
法
が

通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
と
、
家
族
が
説
得
し
、
お
じ
さ
ん
は
、
ス
マ
ー
ト

農
業
へ
の
切
り
替
え
を
了
解
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
春
、
今
ま
で
の
や
り
方
で
行
う
、
最
後
の
お
米
作
り
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
私
も
時
間
を
見
つ
け
て
は
田
ん
ぼ
を
の
ぞ
い
た
。
田
植
え
の

日
は
い
つ
も
よ
り
一
本
一
本
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
た
。
田
ん
ぼ
の
中
の
ア

メ
ン
ボ
と
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の
虫
た
ち
に
も

　
「
稲
を
守
っ
て
ね
。」

と
お
願
い
し
た
。
田
植
え
が
終
わ
り
、
少
し
い
び
つ
な
一
直
線
に
並
ん
だ
苗

を
見
て
、
お
じ
さ
ん
は
さ
み
し
そ
う
に

　
「
こ
の
姿
を
見
る
の
も
、
今
年
で
最
後
か
。」

と
ポ
ツ
リ
と
つ
ぶ
や
く
様
子
に
胸
が
張
り
さ
け
そ
う
に
な
っ
た
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
効
率
や
収
穫
量
の
増
加
を
重
視
す
る
新
し
い
農
業
の

形
だ
そ
う
だ
。
Ａ
Ｉ
、
ド
ロ
ー
ン
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、

田
ん
ぼ
を
管
理
す
る
。
お
じ
さ
ん
が
、
長
時
間
か
け
て
い
た
手
作
業
が
、
も

の
の
数
分
で
終
わ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
導
入
技
術
に
も
よ
る
が
、
平

均
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
に
い
た
っ
て
は
、

九
十
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
の
労
力
が
削
減
さ
れ
る
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
機
械
を
導
入
す
る
た
め
の
初
期
費
用
が
高
く
、
機
械
を
導
入
し

て
も
う
ま
く
使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
機
械
が
管
理
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
経
験
、
勘
、
そ
し
て
手
間
を
惜
し
ま

ず
注
い
で
き
た
気
持
ち
が
薄
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
、
少
し
悲
し
い
。
で
も
、

今
ま
で
の
や
り
方
の
農
業
と
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
は
な
い
。
き
っ
と
、
お
米
作
り
に
対
し
て
真

剣
に
向
き
合
う
姿
勢
、
愛
情
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
だ
。
ス
マ
ー

ト
農
業
は
、
日
々
変
化
し
て
い
く
、
現
代
社
会
の
中
で
、
今
後
も
農
業
を
続

け
て
い
く
た
め
の
新
し
い
相
棒
な
ん
だ
と
思
う
。

　

お
じ
さ
ん
が
毎
日
見
守
っ
て
き
た
田
ん
ぼ
は
、
も
う
す
ぐ
収
穫
を
迎
え
る
。

こ
の
特
別
な
時
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
さ
み
し
い
反
面
、
今
年
の
お

米
の
出
来
ば
え
が
楽
し
み
だ
。

　

こ
れ
か
ら
、
お
じ
さ
ん
た
ち
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
る
。
私
も
一
緒
に
そ

の
挑
戦
の
お
手
伝
い
を
し
て
、
未
来
を
つ
な
げ
る
農
業
に
つ
い
て
学
び
、
受

け
つ
い
で
い
き
た
い
。

佐さ

賀が

県け
ん 

佐さ

賀が

市し

立り
つ

城じ
ょ
う

東と
う

中
学
校
一
年
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の
田た

ん
ぼ
と
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未み

来ら
い

射い

手て
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き
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